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群馬大学未来先端研究機構ウイルスベクター開発研究センター（以下、センター）は、2024年10月に

開設5周年を迎えます。当機構は、この節目を記念して、9月25日(水)にシンポジウムを開催いたします。 

ウイルスベクターとは、遺伝子治療で使われる主要な遺伝子導入手法です。現在、欧米ではウイルスベクタ

ー研究が大きく進展し、遺伝子治療薬が相次いで開発・承認される一方で、日本は基礎研究不足が原因

で欧米から引き離されています。 

日本の遺伝子治療研究の巻き返しには、医薬品開発の前提となるウイルスベクターに関する基盤研究の

加速が不可欠で、欧米とは異なった切り口で、日本独自のウイルスベクターを開発、特許を取得して遺伝子

治療につなげる戦略的な策が必要です。 

本シンポジウムは、センターのこれまでの実績を踏まえ、今後のウイルスベクターを活用した脳科学研究や遺

伝子治療研究の将来構想を描き、日本のウイルスベクター研究・開発のさらなる発展を目指して開催いたし

ます。 

 

【 日 時 】 2024年9月25日（水）13時30分～16時00分（開場：13時00分） 

【 会 場 】 東京虎ノ門グローバルスクエア コンファレンス 

（東京都港区虎ノ門１－3―1東京虎ノ門グローバルスクエア 4階） 

【 講 演 者 】 内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 常勤議員 上山 隆大 先生 

群馬大学未来先端研究機構ウイルスベクター開発研究センター長 平井 宏和 

群馬大学未来先端研究機構ウイルスベクター開発研究センター教授 畑田 出穂  

【申込方法】 以下 URL より参加申込(申込締切:2024 年 9月 17日(火)まで) 

     https://forms.gle/eUTqettHGH6jLLjZ7 

【 主 催 】 群馬大学未来先端研究機構 

 

【本件に関するお問合せ先】 

群馬大学 研究推進部 研究推進課 未来先端研究支援係 担当:鈴木 

TEL：027-220-8116 メール: kk-kensui4@ml.gunma-u.ac.jp 

群馬大学未来先端研究機構 ウイルスベクター開発研究センター開設5周年

記念シンポジウム『ウイルスベクター開発研究の最新成果と今後の展開』 

 

https://www.giar.gunma-u.ac.jp/%E3%80%90%E3%81%94%E6%A1%88%E5%86%85%E3%80%91%E7%BE%A4%E9%A6%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E5%85%88%E7%AB%AF%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%A9%9F%E6%A7%8B%e3%80%80%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9-2/
https://www.tgsc.tokyo/access/
https://forms.gle/eUTqettHGH6jLLjZ7


[ 群馬大学未来先端研究機構ウェブサイト] 
詳細はこちらからご確認ください。
https://www.giar.gunma-u.ac.jp/

主催／Organizer :

群馬大学未来先端研究機構

講演者／Speakers :

◆総合科学技術・イノベーション会議

　常勤議員　上山　隆大 先生
◆群馬大学未来先端研究機構
ウイルスベクター開発研究センター

センター長　平井　宏和

◆群馬大学未来先端研究機構
ウイルスベクター開発研究センター

教　　　授　畑田　出穂

会場／Venue :

東京虎ノ門グローバルスクエア コンファレンス
（東京都港区虎ノ門１丁目３－１ グローバルスクエア４階）

申込 ( 無料 ) ／ Registration (Free) :

事前にお申し込みください。

申込締切  2024.09.17（火）まで

テーマ／Theme

開催日時／Date and Time

2024.09.25(水)
13:30~16:00 
※13:00 開場
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https://forms.gle/

eUTqettHGH6jLLjZ7

群馬大学未来先端研究機構シンポジウム
Symposium of Gunma University Initiative for Advanced Research (GIAR)
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